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研究成果の概要（和文）：マダガスカル島だけに生息するオオハシモズ類（17 種）は、鳥類の

適応放散の例として有名である。しかし、オオハシモズ類各種の社会は、アカオオハシモズが

協同繁殖種であること以外、ほとんどの種でわかっていない。オオハシモズ類各種の繁殖形態

を調べ、その形態が系統とどのような関係にあるのか検討した。調査の結果、5 種は協同繁殖

鳥で、10 種が一夫一妻であった（2 種は調査できなかった）。協同繁殖鳥の出現は、特定の系

統に集中することはなく、乾燥林に生息する種に多いため、系統より環境要因が強いと考えた。 
 
研究成果の概要（英文）：The family Vangidae is endemic to Madagascar (17 species) and provides one 
of the most striking examples of adaptive radiation. In contrast to morphology and foraging ecology, 
little is known about mating system of each species, except for the Rufous Vanga. The Rufous Vanga has 
a cooperative breeding system that young males act as helpers. Is this cooperative breeding system 
present among other vangas as well or is this breeding system specific to the Rufous Vanga within this 
group? This question is our starting point. Our studies show that 5 of 17 species were cooperative 
breeders and 10 were monogamous species (two were not able to study). Cooperative breeding was not 
concentrated within a specific taxonomic group of vanga but occurred in the dry forests. 
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１．研究開始当初の背景 
マダガスカル島は、アフリカ大陸の南東に

位置する世界第４位の大きさの島である。こ
の島には、マダガスカル島だけにしかいない
動物が多く生存している。その理由は、この
島が約１億６千万年前にゴンドワナ大陸か
ら大陸移動によって離れ、その後アフリカ大

陸から完全に分離したことにある。そのため、
多くの動物がアフリカ大陸から侵入できず
地理的に隔離され、以後島内だけで適応放散
によって独自の生態系を進化させてきた。こ
のため、マダガスカル島は「進化の実験室」
と呼ばれている。マダガスカル島における鳥
類の進化は、適応放散の例として著名である。
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なかでも顕著な適応放散を遂げたオオハシ
モズ類は、近年、mtDNA 等の塩基配列によ
る証拠から単系統で、およそ 300 万年前にア
フリカ起源の祖先種がマダガスカルに飛来
した直後のほぼ同時期に５つのグループに
分化したことがわかった。 

生態学では、いくつかの種の社会を比較し
て社会の進化を議論することがよく行われ
る。また、環境条件と社会の関係から、ある
社会がなにがしかの環境条件に適応して進
化したと議論することもある。このような種
を並列的に扱う従来の種間比較の方法に対
し、最近では分子系統学の急速な発展にとも
ない「生物はその背後に系統関係を抱えてい
る」という視点を加えた新たな種間比較がで
きるようになった。マダガスカルのオオハシ
モズ類はこの視点で種間比較できる格好の
材料といえる。しかし、オオハシモズ類各種
の社会は、アカオオハシモズが協同繁殖する
種であること以外、ほとんどの種でわかって
いなかった。ダーウィンフィンチ類やハワイ
ミツスイ類は、鳥類の適応放散の例として有
名だが、構成種の繁殖形態まで言及した研究
はない。 
 
２．研究の目的 
協同繁殖をする鳥類は、鳥類全体の約 9000

種のうち 220 種以上（全体の約３％）でしか
知られていない特殊な繁殖様式である。アカ
オオハシモズの協同繁殖は、他のオオハシモ
ズ類に広く見られる繁殖形態なのだろうか。
あるいは、オオハシモズ類の中でアカオオハ
シモズだけで見られる特異な繁殖様式なの
だろうか。アカオオハシモズの繁殖形態は、
オオハシモズ類各種の社会と比較し、全体の
中でその社会を相対的に位置づけることに
よってより明確になる。本研究の目的は、オ
オハシモズ類各種の繁殖期における社会を
調べ、その社会形態が種分化とどのような関
係にあるのか調べることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 各種の繁殖形態を明らかにするため、個

体を足環により識別し、識別個体の交尾行
動、造巣行動、抱卵行動、抱雛行動、育雛
行動およびこれらの行動の雌雄分担を双
眼鏡および望遠鏡による直接観察とビデ
オカメラを使用する間接観察で明らかに
した。 

(2) 適応放散の程度を調べるため、各種の成
鳥が食べる餌と雛に与える餌を採食行動
の直接観察とビデオカメラを使用する間
接観察で明らかにした。あわせて生息地の
各環境から餌となる昆虫の直接採集も試
みた。 

(3) オオハシモズ類の一部の種では、系統関
係を調べるためと繁殖個体の性判定のた

め、ごく少量の血液を採集した。 
(4) オオハシモズ類や他の鳥類の警戒声をオ
オハシモズ類の餌となる爬虫類が共有す
ることがわかったため、これらの鳥の警戒
声を再生することで爬虫類の反応を確か
めた。 

 
４．研究成果 

本研究と先行研究から以下の結果を得た。 
(1) ハシボソオオハシモズ（一夫一妻） 
(2) チェバートオオハシモズ（協同繁殖） 
(3) ニュートンヒタキ（一夫一妻） 
(4) キバラニュートンヒタキ（一夫一妻） 
(5) クロオオハシモズ（協同繁殖） 
(6) ハシナガオオハシモズ（協同繁殖） 
(7) シロガシラオオハシモズ（協同繁殖） 
(8) クロアゴオオハシモズ（一夫一妻） 
(9) シロノドオオハシモズ（一夫一妻） 

(10) クロノドオオハシモズ（一夫一妻） 
(11) シリアカオオハシモズ（一夫一妻） 
(12) カタアカオオハシモズ（一夫一妻） 
(13) カギハシオオハシモズ（一夫一妻） 
(14) アカオオハシモズ（協同繁殖） 
(15) ヘルメットオオハシモズ（一夫一妻） 

ゴジュウカラオオハシモズとルリイロオ

オハシモズは調査できなかったが、15 種のオ

オハシモズ類のうち、協同繁殖種は５種、10
種は一夫一妻であった。いずれの種も昆虫や

小型の両性類や爬虫類を餌としていた。鳥類

では特定の種群で協同繁殖が多く見られる

ことの例は少ないので、オオハシモズ類は特

異的である。５種の協同繁殖もその様式は

様々で、アカオオハシモズは雄の子が繁殖全

般を手伝うのに対し、シロガシラオオハシモ

ズでは雄の子はなわばり防衛や天敵に対す

る警戒しかしない。チェバートオオハシモズ

は造巣や抱卵にはヘルパーは出現しないが、

育雛になるとつがい以外の複数の個体が給

餌に参加する。ハシナガオオハシモズは、雌

１羽と複数の雄がグループとなって繁殖す

る協同一妻多夫の鳥である。雄はヘルパーで

はなくつがい雄で、一部の雄は育雛だけでな

く抱卵まで手伝う。同様なことがクロオオハ

シモズでも報告されている。こうした協同繁

殖は、分化した５つのグループのうち特定の

グループの中で見られることはなかった。協

同繁殖鳥は、熱帯雨林より乾燥林に多く、系

統より各種が生息する環境要因が協同繁殖

の出現に影響していると考えた。 
研究最終年の 2012 年４月に発表された論

文では、mtDNA の塩基配列からさらにノド
ジロニュートンヒタキ、ホオアカニュートン
ヒタキ、ハシナガマダガスカルチメドリ、マ
ダガスカルタンビタキの４種がオオハシモ



 

 

ズ類に加わった。今後はこれら４種に加え、
今回調査できなかった２種の研究が必要と
なった。 
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